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ける江戸末期，明治初期，大正期の 3時点の GIS土地利用データを 20ｍメッシュという高
精度で整備し，さらに「軍用地」「国業務地」「皇室関連施設」「大使館等」の 4施設を首都
機能施設と定義し，その立地の背景を GISデータから定量的に導くことを目的とした．土












GIS データがまだ充実しているとは言えない，近代の詳細な土地利用 GIS データを作成す
ることで，他の公共地や寺社地など，さらなる研究の余地が生まれた． 
A study on formation process of modern city using GIS land use date  
―Establishment of capital functions in central Tokyo― 
Noma Takeshi 
Abstract 
The Meiji Restoration marks its 150th anniversary in 2018. In spite of the 
Meiji "revolution", it is interesting that Tokyo was able to establish the 
capital function from an early stage. Urban development in Tokyo has been 
commented from various perspectives by Jinnai (1992), Maki (1980), 
Okamoto (2017), and others. However, few studies have followed 
quantitative changes to the city using GIS. Also, although Masai (2000) 
deals with quantitative data, his analysis was not enough  because  he 
used paper-based data. In this study,  land-use maps of Tokyo (at the end 
of the Edo period, Early Meiji period and Taisho period respectively) were 
made as  GIS data. In addition, four facilities, "military land," "national 
government business land," "imperial facilities," and "embassies," were 
defined as "capital functional facilities," and the background of their 
locations were quantitatively analyzed from the GIS data. To create land-
use maps, we first projected a paper map onto ArcGIS, and overlaid a 20-m 
mesh on top of it. Then, by manually inputting the attributes of each mesh. 
As attributes, the land use of each period, the topography, and the distance 
from the Imperial Palace were used.  
From these data, the relation between attributes was calculated by area 
(absolute amount) and the preference index (relative amount). The relation 
between attributes was also considered by historical materials and looking 
individual cases. In conclusion, the transformation of the structure of the 
capital in central Tokyo could be generalized by creating a model of the city. 
Among them, it turned out that the capital function facilities were 
inherited from the power structure of the Edo period and were placed 
prominently on the site of the samurai site on the western plateau. In 
addition, each of the four metropolitan facilities has a difference in the 
social situation of modernization. These facilities were arranged efficiently 
through the accumulation and expansion processes. The processes were 
mainly caused by the supply and demand for each facilities.  These results 
were quantitatively and comprehensively reached using GIS. 
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る．この地図は 1919-22 年（大正 8-11 年）のものであり，関東大震災直前の土地利用が分
かる．また，元図は東京逓信局が作成したもので，明治期の地図同様，番地まで詳細に描
かれている．  







ァレンスをした地図に GIS 上で 20ｍのメッシュを掛け，各時点それぞれのデータ量は約
30 万件となった．その上で，各メッシュの中心の土地利用属性を表 2の分類を用いて目視
で確認し，各メッシュの属性として入力した． 



















して，数値地図 25000（土地条件）及びシームレス地質図を用いて作成した 2 つの地図を





奠都が実現する．その翌年の 1869 年（明治 2 年）には，京都から政府が東京に移され，
近代政府による「首都東京」の整備がスタートする．本研究で対象とした明治期の地図は










































選好度 D𝔦𝔧 = (𝑟𝑖𝔧 − 𝑝𝔧) (𝑟𝑖𝔧 + 𝑝𝔧 − 2𝑟𝑖𝔧𝑝𝔧)⁄          式（1） 
r𝔦𝔧 = 変化パターン𝔦に占める属性𝔧の割合 
p𝔧 = 全体に占める属性𝔧の割合 
 
選好度指数は-1 から 1 までの値を取り，ある土地利用変化パターン𝔦のうち属性𝔧に該当す
るメッシュの割合が，全体に占める属性𝔧の割合と等しい場合に値 0 をとり，選択性なしと
なる．選好度指数が正の場合は全体よりもその属性を選択する傾向が強く，負の場合はそ





















 軍用地の各パターン別の立地は，図 6 及び表 6のようになった．明治期には対象範囲の
約 5％，大正期には約 3％が軍用地として利用されている．また，図 7-a～図 11-b では地
形，皇居からの距離，江戸時代の土地利用属性，明治初期の土地利用属性（軍用地②のみ），
大正期の土地利用属性（軍用地①のみ）それぞれについて，絶対量（面積）及び，選好度





である．このパターンに分類された土地は 6,967 メッシュ，46 敷地で，１敷地あたりの平





礫堆・洲で正の選好度を示している（図 7）．また，中心距離との関係では，全体の約 4 割

























































のである．このパターンに分類された土地は 2,675 メッシュ，14 敷地で，１敷地あたりの


















































された土地は 6,472 メッシュ，17 敷地で，１敷地あたりの平均面積は 381 メッシュ


































 次に郊外の事例であるが，図 6 からも，宮城北～北西方向にかけて大規模な土地が立地
している様子が確認できる．本項では，小石川区（現在の文京区後楽 1 丁目）に所在した








 1～6 項で考察したことをまとめ，軍用地の配置を図 18-a，b にモデル化した．明治初期





















 国業務地の各パターン別の立地は図 19 及び表 7 のようになった．明治期には対象範囲






のである．このパターンに分類された土地は 4,669 メッシュ，35 敷地で，1敷地あたりの



























































ものである．このパターンに分類された土地は 1,756 メッシュ，26 敷地で，１敷地あたり





















































 1～6 項で考察したことをまとめ，国業務地の配置を図 29-a，b にモデル化した．明治期




























ものである．このパターンに分類された土地は 380 メッシュ，3 敷地で，１敷地あたりの






 皇室①に分類された 3 か所の中から，本項では代表として神田区錦町に立地した，山階
宮の敷地について取り上げる．分析に使用した地図（図 35-a～c）をみると，当地は江戸末
期には旗本屋敷が立地しており，大正期には中央大学に用途が変化していることが読み取
れる．成田（2003）や松原（2016）によると，この土地は 1878 年（明治 11 年）には三
菱商業学校として，三菱財閥の岩崎弥太郎らによって三菱財閥の予備校的な役割として開














化したものである．このパターンに分類された土地は 4,390 メッシュ，21 敷地で，１敷地











































































 1～6 項で考察したことをまとめ，皇室関連施設の配置を図 38-a，b にモデル化した．明
25 
 






























のである．このパターンに分類された土地は 36 メッシュ，4 敷地で，1 敷地あたりの平均






















































 ベルギー公使館の地図上の様子を図 45-a～c に表わした．この施設は麹町区永田町に立
地しており，当時の外務省から約 300ｍと近い距離に立地している．川崎（2012）による
と明治期の対象地図（1976 年・明治 9 年）の 2 年前にあたる 1874 年 11 月にはベルギー
公館は横浜の山手居留地に位置しており，その後当地に公使館が移されている．この場所
は，江戸末期は抱屋敷など比較的小規模な大名屋敷が立地し，明治初期には大久保利通邸
として利用されている．そして，1878 年（明治 11 年）に大久保利通が紀尾井坂の変で暗
殺された以後，ベルギー公使館として利用されたこととなる．大久保利通は当時，内閣卿
（現代の首相にあたる）として政界のトップに君臨しており，岩倉使節団にも参加してい

































 大使館③にはドイツ，イギリス，イタリア，ロシアの 4 公使館が分類された．これらは，
明治初期の早い時期から大使館等施設を構えていたもので，ここでは，独逸公使館，英国
























 1～6 項で考察したことをまとめ，大使館等の配置を図 49-a，b にモデル化した．明治期
を表した図 49-a の a は明治初期から個別の大使館等施設を構えていたイギリスやドイツ
の立地を表している．領事などの外国要人は外務省とのやり取りが多かったようであり，
地図上でも外務省の所在した宮城西側の郭内に立地している．しかし，当時多くの国の大
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図 1 分析対象範囲（旧東京 15 区）  
表 1 分析対象地図  
 
  
地図名 時代 縮尺 備考 出版社
復元・江戸情報地図 1860年頃 1/6500 現代地図と幾何補正済み朝日新聞社
明治東京全図 1876年（明治9年） 1/5000 復刻版 柏書房
番地界入東京全図 1919-22年（大正8-11年） 1/5000 復刻版 柏書房
 
 
表 2 土地利用分類  



























表 3 数値地図 25000（土地条件）による地形分類  
 
表 4 シームレス地質図による地形分類  
 
















































図 6 軍用地のパターン別立地  




面積（メッシュ数） 6,967 6,472 2,675
敷地数 46 17 14











図 7-a 軍用地の選好度（地形）  
 
 























図 8-a 軍用地の選好度（中心距離）  
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図 9-a 軍用地の選好度（江戸土地利用）  
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図 10-a 軍用地の選好度（明治土地利用）  
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図 11-a 軍用地の選好度（大正土地利用）  
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図 13-a 第一師団司令部の事例（江戸）  
 










図 14-a 陸軍経理学校の事例（江戸）  
 




図 14-c 陸軍経理学校の事例（大正）  
 





図 15-b 近衛師団司令部の事例（明治）  
 





図 16-a 陸軍省・参謀本部の事例（江戸）  
 





図 16-c 陸軍省・参謀本部の事例（大正）  
 





図 17-b 砲兵工廠の事例（明治）  
 







































図 19 国業務地のパターン別立地  




面積（メッシュ数） 4,669 1,757 1,386
敷地数 35 26 11









図 20-a 国業務地の選好度（地形）  
 
 























図 21-a 国業務地の選好度（中心距離）  
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図 22-a 国業務地の選好度（江戸土地利用）  
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図 23-a 国業務地の選好度（明治土地利用）  
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図 24-a 国業務地の選好度（大正土地利用）  
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図 25-a 司法省の事例（江戸）  
 





図 25-c 司法省の事例（大正）  
 






図 26-b 土木寮御用地の事例（明治）  
 





図 27-a 国会議事堂の事例（江戸）  
 





図 27-c 国会議事堂の事例（大正）  
 






図 28-b 大手町周辺の事例（明治）  
 
































図 30 皇室関連施設のパターン別立地  




面積（メッシュ数） 380 4,390 7,236
敷地数 3 21 8








図 31-a 皇室関連施設の選好度（地形）  
 
 























図 32-a 皇室関連施設の選好度（中心距離）  
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図 33-a 皇室関連施設の選好度（江戸土地利用）  
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図 34-a 皇室関連施設の選好度（明治土地利用）  
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図 35-a 山階宮の事例（江戸）  
 





図 35-c 山階宮の事例（大正）  
 






図 36-b 北白川宮等邸宅の事例（明治）  
 





図 37-a 大離宮の事例（江戸）  
 




































図 39 大使館等のパターン別立地  




面積（メッシュ数） 36 490 214
敷地数 4 15 4









図 40-a 大使館等の選好度（地形）  
 























図 41-a 大使館等の選好度（中心距離）  
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図 42-a 大使館等の選好度（江戸土地利用）  
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図 43-a 大使館等の選好度（明治土地利用）  
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図 44-a 築地居留地の事例（江戸）  
 





図 44-c 築地居留地の事例（大正）  
 






図 45-b ベルギー公使館の事例（明治）  
 





図 46-a 米国大使館の事例（江戸）  
 





図 46-c 米国大使館の事例（大正）  
 






図 47-b 独逸公使館の事例（明治）  
 





図 48-a 英国公使館の事例（江戸）  
 




































図 49-b 大使館等の立地モデル（大正）  
 
ｄ
外務省
武蔵野面 
下末吉面 
低地 
東京湾 
d：各国個別の大使館等施設が下末吉面上に立地。  
